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この4月に伊達高等養護学校から異動してきました小嶋義勝です。どうぞよろしくお願いしま

す。

さて、本校も開校して7年目を迎え、「進路指導・卒後

支援振興会」活動も4年目を迎えました。卒業生も94名

となり、それぞれの地域で活躍の場を広げていることで

しょう。先輩たちの活躍が、在校生にとっては大きな励

みや目標となっていますので、周りの人とコミュニケー

ションを図りながら、自分の夢に向かって邁進してくだ

さい。

皆さんの粘り強い働きを応援しています。

さて、学校の様子ですが、平成最後の新入生は20名で、令和元年のスタートは全校生徒66名

です。4月26日には、役員会があり今年度の一泊旅行や同窓会、そして先輩との交流会の日程も

決まりました。是非、御都合をつけて参加していただき、日頃の思いを交流して、英気を養って

ほしいと思います。また、学校祭などの行事にも顔を出していただければ幸いです。私たち職員

も、卒業生の皆さんの元気な姿、頑張っている姿を在校生に伝えていきます。先輩方の活躍は、

今学んでいる後輩たちにとっては、大きな目標となることでしょう。先輩から後輩へのHarmony

を美しく奏でましょう。

その在校生は5月下旬から3学年を皮切りに、現場実習がスタートします。学校で学んだ力を職

場でどれだけ発揮できるでしょうか。現場で通用した力、今ひとつだった力を再認識し、今後の

目標にするなど進路決定につなげていくことが重要です。自分の夢の実現のために、将来を見通

して努力を重ねてほしいと願っています。

振興会の皆様方には、引き続き在校生の取り組みを温かい目で見守っていただくとともに、生

徒にとって役立つ情報の提供もお願いしたいと思います。当事者の話、経験者の話には、近い将

来遭遇するであろう、さまざまな課題が潜んでいます。それを考えることは大きな学びになりま

す。是非、後輩たちのために、話題を提供していただきたいと思います。

さらに卒業して、社会人としての生活に慣れてきた頃には、新たな壁に直面するかもしれませ

ん。一人で悩むことなく、出身校である本校に是非相談をして乗り越えてほしいと願っています。

今年一年、令和のスタートが、卒後振興会の会員の皆様にとって、笑顔にあふれひたむきに取

り組める、そのような一年になることを願っています。

今後とも、どうぞよろしくお願いします。



◇平成３１年度 進路指導・卒後支援振興会総会報告 ◇

今年度４月2６日（金）に総会を実施しました。
総会次第につきましては、次のとおりです。

１ 平成30年度事業報告について
２ 平成30年度会計決算報告について
３ 平成30年度監査報告について
４ 平成31年度進路指導・卒後支援振興会予算（案）
５ 平成31年度進路指導・卒後支援振興会事業計画（案）
６ 平成31年度進路指導・卒後支援振興会役員（案）

各案件につきまして、参加会員総意で承認されました。

◇今年度の役員◇

顧 問 小 嶋 義 勝 校長 事務局長 喜 多 正 則 教頭

会 長 城 真一郎 卒業生会員 会 計 矢 挽 一 義 事務長

副会長 宮 内 友 美 卒業生会員 事務局員 舘 山 隆 広 進路指導係

上 野 美 奈 在校生会員 神 上 祐 子 進路指導係

監 査 萱 森 さおり 在校生会員 斎 藤 芳 朗 進路指導係

内 山 敦 史 PTA事務局

～｢クローバーの会｣心の拠り所とするために～
進路指導・卒後支援振興会長

城 真一郎

卒後の新生活が始まって一ヶ月ほど経ちました。学校という支えの場がなくなったからなのか、な

んとなくふわふわと落ち着かない感じで毎日を過ごしています。それは不安感とはちょっと違う、う

まく言えませんが毎日のほんの些細なことが気軽に伝えられない寄る辺なさみたいなものでしょうか。

単にまだ慣れていないだけなのかもしれませんが、皆さんはいかがですか？

特別支援学校のPTAは保護者をつなげるためにあるといつも考えていました。保護者どうしのつな

がりこそが卒後も日常的に子供と向き合う上での安定を生み出してくれる動因になるはずだと。それ

はおそらく間違っていないと思うのですが、実際に卒後の状況になってみると、私自身PTAの中心部

にいたはずなのにそのつながりを具体的にどう活かせばよいのかよくわからないというのが正直なと

ころです。そうであるのなら、この「クローバーの会」は皆にわかりやすいつながりの軸のようなも

のになっていくのが理想なのかなと思います。

その第一歩として、今年度は在校生PTA会員に向けてLINE＠を利用したPTA活動の情報発信が予定

されていますが、ここにクローバーの会も乗っかりたい旨を提案させていただいてます。話がうまく

まとまれば卒後支援に関わる活動や情報なども合わせて発信できるでしょう。それらを卒業生や卒業

生の保護者にも届けることができれば、学校とのつながりも緩やかに維持されるでしょうし、寄る辺

ない感も少しは解消されるかもしれません。もちろんこれだけですべてが解決するわけではないです

が、この会の活用手段の一つとして実現できればいいなと考えています。ご支援いただければ幸いで

す。



◇令和元年度 進路指導・卒後支援関係行事予定◇

進 路 指 導 関 係 卒後支援関係
訪問支援 招集支援 文書支援

・進路指導・卒後支援振興会総会 ４回生進路
１ （4／26（金））先挨拶回り ・振興会だより７号
・１～３年 保護者懇談会 発行（5月）

学 ・３年 職業相談（4～６月） ・クローバーだより
８号発行（5月）

期 ・３年 重度判定（6～7月） ・一泊旅行案内送付
（5月）（２回生）

・２～３年 現場実習先面接 ☆クローバーの会一泊旅行
・２～３年 現場実習 （２回生）

場所：（定山渓方面）
・１年 職場・福祉事業所見 期日：7/27（土）～28（日）

学
・３年 前提実習面接
・２年 グループホーム見学

・２年 相談支援事業所、ハ ２～４回生
２ ローワーク見学 進路先訪問
・１～２年 現場実習面接 ・クローバーだより

学 ・３学年 前提実習 ９号発行（９月）
・１～２年 現場実習

期 ・２年 四者懇談会 ・事業所などへの年
・１～３年 保護者懇談会 賀挨拶

・１学年現場実習
3 ・２学年現場実習（課題別） ２～４回生 同窓会総会 ・クローバーだより
・振興会役員会 ２月 進路先訪問 ３～４回生同窓会行事 10号発行（2月）

学 ・１～２年 四者懇談会 ・振興会だより８号
・３年 三者懇談会 発行（2月）

期 ・同窓会入会式 （3／６（金）） 同窓会入会式・先輩との交流会 ・クローバーだより
期日：3／６（金） 特別号発行

・卒業式 （3／７（土） （入会式用 3月）

◇４回生 進路先（卒業時点）◇

＜一般就労＞

地 域 進 路 先 業 種 性別
千歳市 株式会社北海道シーアイシー研究所 サービス業 男

株式会社札幌ドラックストアー 千歳高台店 小売業 女

株式会社エヌ・ケーエンジニアリング リサイクル業 男

恵庭市 石上車輌株式会社 恵庭工場 運輸業 男

株式会社エフビーエス 製造業 女

北広島市 株式会社エース 加藤輪厚センター 運輸・物流業 男

株式会社彩香 製造業 女

札幌市 株式会社ハマノホテルズ サービス業 女

株式会社ハマノホテルズ サービス業 男



地 域 進 路 先 サービス形態 性別
苫小牧 マックスバリュ北海道株式会社 マックスバリュ新花園店 小売業 女

マックスバリュ北海道株式会社 マックスバリュ沼ノ端店 小売業 男

株式会社萠運輸 運輸・物流業 男

むかわ町 株式会社神戸物産 エコグリーン北海道 むかわ工場 製造業 男

＜福祉的就労＞

地 域 進 路 先 サービス形態 性別
千歳市 社会福祉法人千歳いずみ学園 いずみワークセンター 就労移行支援 男

社会福祉法人千歳いずみ学園 いずみワークセンター 就労移行支援 男

就労移行支援事業所 ゆうび 就労移行支援 男

株式会社メビウス 就労継続支援Ａ型 女

株式会社ドン・リース＆レンタル 千歳物流センター 就労継続支援Ｂ型 男

札幌市 NPO法人地域生活きたのセンター ぱお 作業所きたの 就労移行支援 男

一般社団法人えにし まなびの杜みっけ 自立訓練 女

苫小牧市 南空知リサイクルパーク株式会社 苫小牧事業所 就労継続支援Ｂ型 男

就労支援事業所ecoネット苫小牧 就労継続支援Ｂ型 女

白老町 社会福祉法人白老宏友会 多機能型事業所ポプリ 就労継続支援Ｂ型 男

＜生活の場＞
地域 居 住 先 サービス形態 性別
苫小牧市 南空知リサイクルパーク株式会社 グループホームきらり 共同生活援助 男

◇外勤紹介◇

今年度、進路外勤を担当します。どうぞよろしくお願いいたします。

３学年進路外勤

斎藤 芳朗
１学年進路外勤

舘山 隆広

２学年進路外勤

神上 祐子


